
忘
れ
ら
れ
な
い
日

2011年3月11日❹

index

　

10
年
前
の
あ
の
日
、
あ
の
時
、
皆
さ
ん
は

ど
こ
で
何
を
し
て
い
ま
し
た
か
。
2
0
1
1

年
3
月
11
日
14
時
46
分
「
緊
急
地
震
速
報
、

緊
急
地
震
速
報
」―
。
け
た
た
ま
し
い
警
告

音
の
直
後
、
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
揺
れ
が

東
日
本
の
各
地
を
襲
い
ま
し
た
。

　

多
く
の
命
が
失
わ
れ
た
日
は
、
新
し
い
命

が
誕
生
し
た
日
で
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
日

に
生
ま
れ
た
子
ど
も
た
ち
は
、背
丈
が
伸
び
、

心
も
育
ち
、今
年
で
10
歳
に
な
り
ま
す
。「
あ

の
日
の
こ
と
は
今
で
も
鮮
明
に
覚
え
て
い
ま

す
。
忘
れ
ら
れ
な
い
一
日
に
な
り
ま
し
た
」。

ど
の
家
族
も
10
年
前
を
振
り
返
り
、
懐
か
し

ん
で
い
ま
し
た
。

　

感
染
症
と
戦
う
日
々
が
続
く
今
、
形
は
違

え
ど
、
天
災
に
立
ち
向
か
っ
た
経
験
を
糧
に

し
、
前
を
向
い
て
歩
い
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

《
４
・
５
面
に
関
連
記
事
》

❷ 避難所に電気自動車で電力供給
❸ 気付いて心のSOS
❹―❺ 特集 �東日本大震災から10年 

忘れない 震災の記憶
❻―❽ 街の話題/コラム/お知らせ

生
ま
れ
て
き
て
く
れ
て

�

あ
り
が
と
う

❸

❷

❺

❶

2011年3月11日生まれの子どもがいる5組の家族を撮影

生まれた
当時の写真

島津優結さん（右から２人目）

❺ 日吉春介さ
ん

（中央）

❸

鈴木啓輔さん
（中央）

❷

水島雄太さん（前列右）

❶
関口心菜さん
（前列右）

❹
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２

▲�防災訓練で災害
時の行動を共有

▶�祭りで顔を合わせ
ることも安心に
つながる
◀地域で情報を共有

　

現
在
、
私
た
ち
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
と
い
う
新
た
な
脅
威
と
共
に
日
々

を
過
ご
し
て
い
ま
す
。
同
時
に
、
地
震
や
風

水
害
な
ど
の
自
然
災
害
も
引
き
続
き
危
険
が

あ
り
、備
え
が
必
要
な
の
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

市
で
は
、
感
染
症
対
策
を
踏
ま
え
た
上
で
自

然
災
害
に
対
応
す
る
た
め
、
避
難
所
の
整
備

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

電
気
自
動
車
か
ら
給
電

　

市
で
は
１
月
に
、
電
気
自
動
車
か
ら
施
設

に
電
気
を
供
給
す
る
シ
ス
テ
ム
の
整
備
を
始

め
ま
し
た
。
災
害
時
に
指
定
緊
急
避
難
場
所

と
し
て
使
わ
れ
る
公
民
館
な
ど
、
20
の
公
共

施
設
に
あ
る
分
電
盤
を
工
事
し
て
い
ま
す
。

電
力
は
、
施
設
が
停
電
し
た
際
に
最
低
限
の

機
能
を
保
つ
た
め
、
情
報
収
集
・
発
信
用
の

機
器
や
照
明
器
具
な
ど
に
使
い
ま
す
。

進
む
避
難
所
の
感
染
症
対
策

　

他
に
も
、
９
月
に
は
避
難
所
用
の
感
染
症

対
策
物
品
を
確
保
。
身
体
的
距
離
を
保
つ
た

め
の
テ
ン
ト
や
、
換
気
用
の
大
型
扇
風
機
、

検
温
器
な
ど
を
整
備
し
ま
し
た
。

　

物
品
の
確
保
に
加
え
、
避
難
者
の
検
温
や

発
熱
者
・
要
配
慮
者
と
一
般
避
難
者
の
空
間

を
分
け
る
な
ど
、
避
難
所
運
営
の
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
進
め
て
い
ま
す
。

一
人
一
人
の
備
え
が
命
を
守
る

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
10
年
、
感
染
症
の
流

行
か
ら
１
年
が
経
ち
、私
た
ち
は
少
し
ず
つ
、

大
き
な
脅
威
と
戦
う
知
識
を
身
に
付
け
て
き

ま
し
た
。
一
人
一
人
の
対
策
と
備
え
が
命
の

ゆ
く
え
を
左
右
す
る
こ
と
を
忘
れ
ず
に
、
で

き
る
準
備
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

問
危
機
管
理
課
☎
225‒

２
１
９
０

停
電
時
も
最
低
限
の
機
能
を
確
保

　

大
規
模
災
害
時
の
避
難
生
活
を
支
え
る
た
め
、
電
気
自
動
車
か
ら
公
民
館
や
保
育
所
に
電
気
を
供
給
す
る
シ
ス
テ
ム
の

整
備
を
始
め
ま
し
た
。
他
に
も
、
感
染
症
対
策
と
し
て
室
内
用
テ
ン
ト
や
大
型
扇
風
機
を
確
保
す
る
な
ど
、
避
難
所
の
整

備
が
進
ん
で
い
ま
す
。

Zoom Up

◆持ち出し品の例
□ 貴重品
□ 飲料水（１人１㍑程度）
□ �非常食（缶詰、ビスケット、

チョコレートなど）
□ 生理用品　□ 雨具　
□ 毛布　□ タオル　
□ 筆記用具
□ 携帯電話などの充電器

持ち出し品の準備

避難経路の確認 ◆家族でチェックしよう
□ 避難所の場所
□ �危険箇所（ブロック塀・石垣の

近く、川沿い、地下道、狭い道
など）を通らない経路か

□ 歩いてみて危険箇所はないか
◆避難する時は
□ �荷物はリュックサックに詰め、

両手が空くように
□ ヘルメットなどで頭を保護
□ 軍手で手を守る
□ 長袖、長ズボン
□ 履き慣れた靴（長靴は避ける）

家庭でできる備え

@atsugijichiren 検索

厚木市　防災ポケットブック 検索

避
難
所
に
電
気
自
動
車
で
電
力
供
給
　いざという時、近くの
人同士で助け合うには、
顔の見える関係づくりが
大切です。地域コミュニ
ティーに参加しましょう。

１　手洗い、消毒、咳
せき

エチケット
　避難所の設備などは多くの人が触る
ため、小まめに手洗い・手指の消毒を

避難所での感染症対策

２　身体的距離の確保
　距離を取るのが難しければ背中合わ
せで座るなど、顔が近付かないように
３　体調の変化に注意
　定期的に検温し、発熱やせきなどの
症状が出たらすぐに報告

※�マスク、体温計、手指消毒液など、基本
の持ち物も忘れずに

　一人一人の意識と準備が、いざと
いう時に命を守ります。改めて、今
できることに取り組みましょう。

問危機管理課☎225-2190

　コロナ禍でも、各地域
で工夫しながら活動を続
けています。加入を希望
する場合は、住んでいる
地域の自治会長へ（連絡
先が分からない場合は、
市民協働推進課へ）。

問市民協働推進課☎225-2141

T
ツイッター

witterで情報発信中！
　自治会連絡協議会twitter
で、地域の活動などを発信し
ています。
　詳しくは

詳しくは

自治会に入ろう
地域で互いに助け合う「共助」自分や家族を守る「自助」

日産自動車株式会社と災害時の電力供給の協定を締結

2018年撮影 2018年撮影

10月の防災訓練



新型コロナウイルス感染症対策

　　　　　 ワクチン接種を装った詐欺に注意してください

３ 2021（令和３）年３月１日

　

市
内
の
自
殺
者
数
は
、２
０
１
１
年
を
ピ
ー

ク
に
減
少
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、
19
年
に
も

37
人
が
自
ら
命
を
絶
っ
て
い
ま
す
（
下
表
参

照
）。
さ
ら
に
、
長
期
化
す
る
コ
ロ
ナ
禍
は
、

多
く
の
人
の
心
に
負
担
を
掛
け
て
い
ま
す
。

昨
年
７
月
か
ら
全
国
的
に
自
殺
者
数
が
急
増

し
始
め
、
１
月
に
国
が
発
表
し
た
20
年
の
全

国
の
速
報
値
で
は
、
11
年
ぶ
り
に
前
年
を
３
・

７
％
（
７
５
０
人
）
上
回
り
ま
し
た
。
女
性

や
若
年
層
が
増
え
て
い
る
傾
向
も
あ
り
、
必

要
な
支
援
に
つ
な
ぐ
こ
と
が
大
切
で
す
。

悩
み
を
話
し
て
心
を
軽
く

　

自
ら
死
を
選
ぶ
人
の
多
く
は
、
健
康
や
家

庭
環
境
、
経
済
面
な
ど
、
復
数
の
悩
み
を
抱

え
て
い
ま
す
。
市
で
は
、
18
年
10
月
に
自
殺

対
策
計
画
を
策
定
。「
生
き
る
を
支
え
る
地

域
社
会
の
実
現
」
を
基
本
理
念
に
、
相
談
窓

口
の
設
置
や
悩
み
を
聴
く
人
材
の
育
成
な
ど

を
進
め
て
い
ま
す
。

　

市
の
相
談
窓
口
で
は
、
保
健
師
、
精
神
保

健
福
祉
士
、
臨
床
心
理
士
な
ど
が
、
相
談
者

の
話
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
す
（
左
欄
参
照
）。

臨
床
心
理
士
の
吉
田
亜
紀
さ
ん（
55
）は「
悩

み
が
重
な
り
深
刻
化
す
る
前
に
解
決
し
て
い

く
こ
と
が
大
切
。
誰
か
に
話
す
こ
と
で
、
自

分
自
身
を
客
観
視
で
き
、
解
決
の
糸
口
が
見

つ
か
る
こ
と
も
あ
る
」
と
話
し
ま
す
。

身
近
な
人
の
変
化
に
気
付
く

　

悩
み
を
聴
く
の
は
、
専
門
家
で
は
な
く
て

も
応
じ
ら
れ
ま
す
。
心
に
負
担
を
抱
え
て
い

る
人
の
変
化
に
は
、
身
近
に
い
る
家
族
や
友

人
が
最
も
早
く
気
付
け
ま
す
。
市
で
は
、
悩

ん
で
い
る
人
へ
の
声
掛
け
や
話
の
聴
き
方
な

ど
を
学
べ
る
講
座
も
開
催
し
て
い
ま
す
（
左

欄
参
照
）。
心
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
に
気
付
き
、
誰
も

自
殺
に
追
い
込
ま
れ
な
い
地
域
を
つ
く
り
ま

し
ょ
う
。

問
健
康
づ
く
り
課
☎
２２５-

２
２
０
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3/1〜CATVで放送
あつぎ 元気Wave

厚木市　こころ、元気ですか？詳しくは 検索

接種は無料

気付いて 心のＳＯＳ
３月は自殺対策強化月間

　進学や就職などで生活環境が変わる３月は、自殺者が増える傾向にありま
す。不安や悩みは独りで抱えず、誰かに話すことが大切です。身近な人や市
の相談窓口などで話して、心の負担を軽くしませんか。

Zoom Up

いのちのサポート相談では臨床心理士が話に耳を傾ける

◆市の相談窓口

◆ゲートキーパー養成講座

【接種計画を策定中】医師会などと協力し、円滑に接種で
きるよう計画策定を進めています。保健福祉センターに常
設の集団接種会場を設置する他、公民館での巡回接種で、
円滑に接種できるよう計画します。

　期間中は、消防本部や消防署、消防団が、立入検査や消
防車での巡回を実施します。

 転入・転出などの手続きが集中する年度末・年度初めは、次の日時にも
窓口を開設します。

※市民課と国保年金課は、祝日を除く土曜の午前中に窓口を開設。介護保険など、土・
日曜は取り扱えない手続きがあるため、事前に確認してください。

　悩みを聴くこつや声の掛け方などを学べる講座を
通年で開催。出前講座もあり。

　悩み別の相談窓口の一覧などを掲
載した冊子「こころ、元気ですか？」
を市ＨＰに掲載しています。

ワクチン接種の
準備状況
　市では、健康づくり課内にワクチン接
種担当部署を設置し、準備を進めていま
す。65歳以上の高齢者の皆さんには、３
月下旬に接種券を郵送する予定です。

　　秋の火災予防運動
11月9～15日

スローガン「その火事を 防ぐあなたに 金メダル」

 日曜も窓口をオープン混雑
回避

開設日 開設窓口 取り扱い業務

3月28日・
4月4日
8時30分～12時

市民課
☎225-2110

住民異動届（転出・転入・転居など）／印
鑑登録／戸籍に関する届け出／住民票の写
しなどの証明書・マイナンバーカード・課
税証明書の交付

国保年金課
☎225-2120

国民健康保険の加入・脱退などの届け出や給
付申請／被保険者証・国民健康保険料納付
書の発行（後期高齢者医療・国民年金を除く）

3月27・28日
8時30分～12時

学務課
☎225-2650

学区変更などによる、小・中学校の新入学手
続き。当日は市民課☎225-2110へ。

子育て給付課
☎225-2230

医療証の発行、児童手当・児童扶養手当の申
請など

問健康づくり課☎225-2201

ワクチン接種に関する相談は市のコールセンターへ

受付時間　8時30分〜17時15分（全日）

市新型コロナウイルス
ワクチン接種コールセンター

☎︎0570-054-666

相談内容 問い合わせ先
こころの健康 健康づくり課 ☎225-2201
子育て 子育て支援センター ☎225-2922
高齢者 介護福祉課　 ☎225-2220
働く人の心の悩み 産業振興課　 ☎225-2585
生活困窮 福祉総務課　 ☎225-2895
ひとり親家庭 子育て給付課　 ☎225-2241
青少年の教育 青少年教育相談センター ☎221-8080

市内の自殺者数



・震度５弱を観測
・�小田急線が全列車停止し、帰宅困難者約720人が
７カ所の避難所に避難
・�避難中の転倒で１人負傷、厚木サンパークで街
路灯３基・ブロック塀３カ所が倒壊
・市内で計画停電を実施
・�被災地復興支援のため
義援金活動を実施
・�七沢自然ふれあいセン
ターで被災地からの避
難者を受け入れ

　
「
窓
か
ら
見
え
る
青
い
海 

遠
く
に
見
え
る

北
上
川
」「
み
ん
な
仲
良
し
相
川
小
学
校
」─
。

海
の
描
写
や
、
聞
き
慣
れ
な
い
川
の
名
が
登

場
す
る
校
歌
。
こ
の
歌
詞
は
10
年
前
、
宮
城

県
石
巻
市
の
相
川
小
学
校
か
ら
、
厚
木
市
の

相
川
小
学
校
に
贈
ら
れ
た
も
の
で
す
。
二
つ

の
相
川
小
の
交
流
は
、
２
０
１
１
年
４
月
、

一
人
の
児
童
が
校
長
室
へ
駆
け
込
ん
だ
こ
と

か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

二
つ
の
相
川
小

　
「
先
生
！
同
じ
名
前
の
小
学
校
が
大
変
な

こ
と
に
な
っ
て
い
る
よ
！
」。イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
石
巻
市
の
光
景
を
見
た
当
時
６
年
生
の

水
嶋
祐
介
さ
ん（
21
・
酒
井
）は
、
校
長
だ
っ

た
中
川
洋
太
さ
ん（
60
・
森
の
里
）に
訴
え
ま

し
た
。
一
枚
残
ら
ず
窓
の
な
く
な
っ
た
校
舎

に
、
ぺ
し
ゃ
ん
こ
の
体
育
館
、
校
庭
を
埋
め

尽
く
す
が
れ
き
や
木
材
。
全
て
が
、
そ
の
場

所
で
起
き
た
出
来
事
の
す
さ
ま
じ
さ
を
物

語
っ
て
い
ま
し
た
。

　

震
災
直
後
か
ら
「
次
世
代
に
伝
え
な
け
れ

ば
」「
子
ど
も
た
ち
の
、遠
く
か
ら
で
も
人
を

思
い
や
る
気
持
ち
を
育
て
た
い
」
と
考
え
て

い
た
中
川
さ
ん
。
応
援
し
た
い
と
い
う
水
嶋

さ
ん
の
言
葉
を
受
け
早
速
、全
校
児
童
に「
何

が
で
き
る
か
考
え
よ
う
」
と
投
げ
掛
け
ま
し

た
。
児
童
会
の
メ
ン
バ
ー
だ
っ
た
水
嶋
さ
ん

ら
６
年
生
を
中
心
に
話
し
合
い
、
募
金
活
動

や
メ
ッ
セ
ー
ジ
入
り
う
ち
わ
づ
く
り
な
ど
を

実
施
。そ
し
て
、石
巻
の
相
川
小
に
向
け
、
教

員
作
曲
・
児
童
作
詞
の
第
二
校
歌「
フ
レ
ン

ズ
・
オ
ブ
・
ア
イ
カ
ワ
」
を
応
援
歌
と
し
て
つ

く
り
、
歌
声
を
Ｃ
Ｄ
に
収
め
ま
し
た
。

　

い
ざ
届
け
よ
う
と
す
る
と
、
電
話
が
つ
な

が
ら
な
い
、
郵
送
す
る
建
物
が
な
い
と
い
う

問
題
に
直
面
。
そ
こ
で
中
川
さ
ん
は
Ｐ
Ｔ
Ａ

会
長
だ
っ
た
有
坂
克
幸
さ
ん（
53
・
酒
井
）や

地
域
の
人
た
ち
に
協
力
を
仰
ぎ
、
石
巻
市
に

足
を
運
ぶ
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

　

被
災
地
で
は
、
第
二
校
歌
の
Ｃ
Ｄ
や
厚
木

で
集
め
た
物
資
な
ど
を
配
布
。す
る
と
後
日
、

石
巻
の
相
川
小
か
ら
厚
木
の
相
川
小
に
、「
フ

レ
ン
ズ
・
オ
ブ
・
ア
イ
カ
ワ
」
の
メ
ロ
デ
ィ
ー

に
石
巻
市
の
景
色
を
乗
せ
た
４
～
６
番
の
歌

詞
が
届
き
ま
し
た
。

被
災
地
で
の
交
流

　

12
年
に
は
、
水
嶋
さ
ん
含
む
小
・
中
学
生

も
一
緒
に
被
災
地
へ
赴
き
ま
し
た
。
厚
木
の

野
菜
や
果
物
を
仮
設
住
宅
に
届
け
た
水
嶋
さ

ん
は
「
当
時
は
幼
い
な
が
ら
、
何
と
声
を
掛

け
て
い
い
の
か
と
て
も
迷
っ
た
。
で
も
、
物

資
を
手
渡
し
た
と
き
相
手
が『
あ
り
が
と
う
』

と
笑
っ
て
く
れ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
」
と

振
り
返
り
ま
す
。
水
嶋
さ
ん
が
小
学
校
を
卒

業
し
、
石
巻
の
相
川
小
が
統
合
の
た
め
に
閉

校
し
て
か
ら
も
、
中
川
さ
ん
と
有
坂
さ
ん
は

交
流
を
続
け
ま
し
た
。「
学
校
が
な
く
な
っ
て

も
、
地
域
同
士
の
つ
な
が
り
を
持
ち
続
け
た

い
」。二
人
は
感
染
症
の
影
響
が
あ
っ
た
昨
年

を
除
き
毎
年
、
石
巻
市
を
訪
れ
、
食
事
を
し

た
り
お
土
産
を
交
換
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

　

有
坂
さ
ん
は
、
相
川
小
で
毎
年
３
月
11
日

に
開
か
れ
る
「
命
の
日
」
の
特
別
授
業
で
、

自
分
の
体
験
を
伝
え
て
い
ま
す
。「
震
災
を
知

ら
な
い
子
ど
も
た
ち
に
、
あ
っ
た
こ
と
を
伝

え
た
い
。
悲
劇
を
繰
り
返
さ
な
い
た
め
、
そ

し
て
、
命
の
大
切
さ
を
再
認
識
し
て
も
ら
う

た
め
に
」。

受
け
継
が
れ
る
思
い

　

あ
の
日
か
ら
10
年
。
東
北
で
は
新
し
く
造

ら
れ
た
防
潮
堤
や
高
架
道
路
が
視
界
を
ふ
さ

ぎ
、
地
上
か
ら
海
は
も
う
見
え
ま
せ
ん
。
昨

年
、
石
巻
の
相
川
小
の
元
校
長
か
ら
中
川
さ

ん
に
届
い
た
年
賀
状
に
は
、
仮
設
住
宅
か
ら

全
員
が
高
台
に
越
し
た
こ
と
、
相
川
小
含
む

３
校
が
統
合
さ
れ
た
学
校
の
校
舎
が
完
成
し

た
こ
と
が
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。「
景
色
は
ど

ん
ど
ん
変
わ
る
し
、
遠
く
に
い
る
と
す
で
に

終
わ
っ
た
こ
と
の
よ
う
に
感
じ
て
し
ま
う
。

で
も
、
そ
う
で
は
な
い
。
残
さ
な
く
て
は
い

け
な
い
」。中
川
さ
ん
は
そ
う
力
を
込
め
ま
す
。

　
「
窓
か
ら
見
え
る
相
模
川　

遠
く
に
見
え

る
富
士
の
山
」「
輝
く
海
で
水
遊
び　

神
割
崎

で
カ
レ
ー
作
り
」「
み
ん
な
が
笑
顔
の
相
川
小

学
校
」─
。
相
川
小
の
体
育
館
に
は
、
６
番

ま
で
に
な
っ
た
第
二
校
歌
の
歌
詞
が
今
も
貼

り
出
さ
れ
、
歌
わ
れ
て
い
ま
す
。
石
巻
の
校

舎
が
姿
を
消
し
、
学
校
の
名
前
が
な
く
な
っ

て
も
、
二
つ
の
相
川
小
が
紡
い
だ
歌
は
ず
っ

と
、
厚
木
で
受
け
継
が
れ
て
い
き
ま
す
。

　

私
た
ち
の
記
憶
は
、
時
の
流
れ
と
と
も
に
少
し
ず
つ
色
あ
せ
て
い
き
ま
す
。
し
か
し
、

時
を
経
て
も
鮮
明
に
残
り
続
け
る
記
憶
も
あ
り
ま
す
。
恐
怖
、
悲
し
み
、
怒
り
、
そ
し
て

心
の
温
も
り
―
。特
集
で
は
、
市
内
の
相
川
小
学
校
と
、
宮
城
県
石
巻
市
に
あ
っ
た
同
名
校

と
の
絆
な
ど
、
今
も
色
あ
せ
な
い
思
い
を
胸
に
活
動
す
る
人
た
ち
の
姿
を
追
い
ま
し
た
。

睦合南
公民館

　公民館では、地域の皆さんとアイ
リンブループロジェクトに参加して
います。

花の種をお分けします
　自宅の花壇などで花を育てていた
だける方に種をお分けします。育っ
た苗の一部は公民館に返してもら
い、他の方につなぎます。
申事前に連絡の上、直接、睦合南公
民館へ。先着順。

　東日本大震災で
亡くなった佐藤愛
梨さん（6）。数年
後、最期の場所に
真っ白な花が咲き
ました。その花を
育てることで、命
の大切さ、震災の
記憶をつなぐ取り
組みです。

アイリンブルー
プロジェクトとは

①2011年6月の石巻の相川小学校。校
舎の3階まで津波が押し寄せた②交流
事業の名前は相川交流プロジェクト③
石巻の相川小にうちわを届けた有坂さ
ん（右）と中川さん（左）④2012年4月
に石巻の相川小の校長（右）にイチゴ
を手渡す水嶋さん（中央）と中川さん
（左）⑤資料や写真を見て当時を振り
返る有坂さん（右）と水嶋さん（中央）、
中川さん（左）⑥昨年、当時の相川小の
校長先生から中川さんに届いた年賀状

①

②

③

震災時の厚木

東日本大震災から10年

忘
れ
な
い

　
震
災
の
記
憶

被災地を思い歌う相川小の子どもたち

相川小の体育館に提示された合唱曲の歌詞

⑤ ④

⑥

シンガーソングライター

山田 尚史さん
（37・妻田）

音楽でつながる心
　デビューが岩手県だったので、震災時は応
援してくれた方々の顔が浮かび、他人事とは
思えませんでした。本当に音楽が被災した方
のためになるのかと迷いながらも、元気を届
けようと配信ライブを開催。「ありがとう」

　震災時は、七沢自然ふれあいセンターで被災
者の方の生活支援をしていました。現在は、市
内で防災グッズの紹介や災害時への備えなどを
テーマに防災・減災の啓発活動をしています。
皆さんに伝えたいのは「準備をしていれば被害を

　学生時代の友人の縁で、毎年、厚木の野外
彫刻展に生徒の作品を出展しています。震災
直後で美術コンクールが開催できない中、「厚
木の野外展に出してみたら」と彫刻展の委員
であった友人から声を掛けられたときは心の

「また聴かせて」という反響があり、逆
に自分が元気をもらった気がします。
2017年からは、定期的に東北でライブ
をしています。感染症の状況が良く
なったら、また恩返しに行くつもりです。

小さくできる」ということ。持ち出し品の準
備や避難経路の確認など、事前の備えで、
助かる命があるはずです。大災害はいつ起
きてもおかしくありません。自分の命は自分
で守るという意識で過ごしてほしいです。

つながりを感じました。同時に毎日のよう
に起こる余震や放射能への恐怖で不安を
抱える中、希望が湧いた瞬間でした。これ
からも作品を通じて、西郷村の子どもたち
が頑張っている姿を伝えていきたいです。

　震災直後の４月、ボランティアツアーに初
めて参加しました。当初は現地で側溝の泥出
しやがれきの撤去などをしましたが、徐々に
ニーズが変わり、最近では特産物をお取り寄
せするなどして被災地の方と関わっています。

ボランティアの受け取り方は、人それぞ
れだと思います。自分のやったことが、
少しでも誰かの助けになっていたらう
れしいです。困ったときはお互い様の精
神で、できることを続けていきたいです。

福島県西郷第一中学校美術部顧問

角田 尚一さん
（60・福島）

作品を通じて届ける思い
震災ボランティア

野村　誠さん
（47・旭町）

できることで寄り添う
あつぎ災害ボランティアネットワーク

高橋 暁子さん
（70代・旭町）

みんなの備えで被害を小さく 震
災
と
向
き
合
う
人
た
ち

花で震災の記憶をつなぐ
奇跡の花 あいりちゃんR

問睦合南公民館☎223-3774

本厚木駅前の帰宅困難者

　当時の映像や第
二校歌の歌詞全文
を市ホームページ
で公開しています。

・「フレンズ・オブ・アイカワ」
　合唱の映像、歌詞全文
・当時の活動を記録したブログ

二つの相川小　交流の記録

3/1〜CATVで放送
あつぎ 元気Wave

厚木市 石巻市 相川小 交流　  検索

ボランティア参加者に
配られた感想の文集

45 2021（令和３）年３月１日
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２
度
目
の
緊
急
事
態
宣
言
が
出
さ
れ
て

か
ら
、
２
カ
月
ほ
ど
経
ち
ま
し
た
。
皆
さ

ん
の
協
力
で
感
染
症
の
拡
大
を
な
ん
と
か

抑
え
込
ん
で
い
る
も
の
の
、
依
然
と
し
て

重
症
患
者
や
自
宅
療
養
者
は
多
く
、
医
療

現
場
で
は
病
床
の
逼ひ

っ
ぱ
く迫
や
救
急
搬
送
先
の

調
整
な
ど
、厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

１
月
、
地
域
医
療
を
守
る
た
め
、
愛
川

町
と
清
川
村
、
厚
木
医
師
会
と
共
に
県
を

訪
れ
、
病
床
の
確
保
や
医
療
従
事
者
へ
の

手
当
て
の
支
給
な
ど
を
要
望
し
ま
し
た
。

通
常
の
診
療
が
あ
る

中
、
限
ら
れ
た
人
員
と

設
備
で
感
染
症
の
対
応

に
当
た
る
の
は
容
易
で

は
な
い
と
承
知
し
て
い

ま
す
が
、
医
療
崩
壊
を

防
ぐ
に
は
地
域
全
体
で

協
力
し
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。
２
月
に
は

市
で
も
、
県
の
重
点
医

療
機
関
と
し
て
流
行
当

初
か
ら
感
染
症
患
者
を

受
け
入
れ
て
い
る
市
立
病
院
で
病
床
の
追

加
を
決
め
、
県
内
全
域
の
患
者
の
対
応
に

全
力
で
当
た
っ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
こ
れ
ま
で
も
、
地
震
や
風
水

害
な
ど
い
く
つ
も
の
困
難
を
乗
り
越
え
て

き
ま
し
た
。
ま
ん
延
す
る
感
染
症
に
も
、

き
っ
と
打
ち
勝
ち
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん

の
命
と
生
活
を
守
る
た
め
に
、
こ
れ
か
ら

始
ま
る
ワ
ク
チ
ン
接
種
や
経
済
の
復
興
支

援
な
ど
に
取
り
組
み
、
明
る
い
未
来
を
築

い
て
ま
い
り
ま
す
。

県知事に直接要望書を手渡した

　

東
京
工
芸
大
学
芸

術
学
部
写
真
学
科
の

４
年
生
２
人
が
撮
影

し
た
相
模
里
神
楽
の

写
真
展
示
が
、
２
月

に
本
厚
木
駅
東
口
地

下
道
で
始
ま
り
ま
し

た
。
２
カ
月
程
度
で

作
品
を
入
れ
替
え
な

が
ら
、
８
月
31
日
ま

で
展
示
し
て
い
ま
す
。

　

展
示
は
、
若
い
世

代
の
感
覚
で
相
模
里
神
楽
の
魅
力
を
表
現
し
て
も
ら
い
、
伝

統
芸
能
の
新
し
い
魅
力
を
引
き
出
そ
う
と
市
が
主
催
。
感
染

症
が
流
行
す
る
中
、
古
く
か
ら
無
病
息
災
な
ど
を
願
っ
て
舞

わ
れ
て
き
た
神
楽
に
触
れ
ら
れ
る
催
し
と
し
て
実
施
し
て
い

ま
す
。
被
写
体
は
、
市
内
で
伝
統
を
継
承
す
る
垣

澤
社
中
で
す
。
撮
影
し
た
増
田
美
咲
さ
ん
は
「
生

で
見
た
神
様
の
格
好
良
さ
と
ラ
イ
ブ
感
を
伝
え
ら

れ
る
よ
う
工
夫
し
た
。
た
く
さ
ん
の
人
に
見
て
も

ら
え
た
ら
」
と
笑
顔
を
浮
か
べ
て
い
ま
し
た
。

　

市
は
１
月
に
、
第
一
生
命
保
険
株
式
会
社
と
県

ト
ラ
ッ
ク
協
議
会
・
厚
木
の
２
者
と
包
括
連
携
協

定
を
締
結
し
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
が
持
つ
人
材
や

技
術
な
ど
を
ま
ち
づ
く
り
に
生
か
し
て
い
き
ま
す
。

　

第
一
生
命
と
は
、
持
続
可
能
な
社
会
を
つ
く
る

Ｓエ
ス
デ
ィ
ー
ジ
ー
ズ

Ｄ
Ｇ
ｓ
の
推
進
活
動
で
連
携
。
同
社
の
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
生
か
し
、
市
が
今
春
導

入
す
る
ア
プ
リ
「
ま
ち
の
コ

イ
ン
」
の
普
及
を
は
じ
め
、

健
康
増
進
や
防
犯
・
防
災
の

啓
発
活
動
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

県
ト
ラ
ッ
ク
協
議
会
・
厚

木
と
は
、
災
害
時
の
備
蓄
品

の
輸
送
や
地
域
の
見
守
り
活

動
、
市
の
魅
力
の
Ｐ
Ｒ
で
連

携
し
て
い
き
ま
す
。
小
林
市

長
は
「
民
間
の
皆
さ
ん
と
の

連
携
を
強
め
、
よ
り
良
い
ま

ち
を
市
民
協
働
で
作
り
上
げ

て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。

　

市
内
産
の
イ
チ
ゴ
が
旬
を
迎

え
、
も
ぎ
取
り
が
で
き
る
農
園
で

は
家
族
連
れ
な
ど
が
旬
の
味
覚
を

楽
し
ん
で
い
ま
す
。
今
年
は
入
場

人
数
の
制
限
や
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒

な
ど
、
感
染
症
対
策
を
し
な
が
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

市
内
で
は
現
在
、
市
園
芸
協
会
い
ち
ご
部
会
に
所
属
し
て

い
る
14
軒
の
農
家
な
ど
が
、
章あ
き

姫ひ
め

や
紅べ
に

ほ
っ
ぺ
、
お
い
Ｃし

ー

ベ

リ
ー
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
品
種
を
生
産
し
て
い
ま
す
。

そ
の
う
ち
、
も
ぎ
取
り
を
楽
し
め
る
の
は
５
軒
。
期
間
は
５

月
頃
ま
で
で
す
。

　

下
津
古
久
で
イ
チ
ゴ
を

作
る
内
海
則
行
さ
ん
は

「
感
染
症
対
策
に
協
力
い

た
だ
き
、
多
く
の
人
に
も

ぎ
取
り
を
楽
し
ん
で
も
ら

い
た
い
。
市
内
産
の
イ
チ

ゴ
は
Ｊ
Ａ
あ
つ
ぎ
の
直
売

所
で
も
買
え
る
の
で
、
ぜ

ひ
味
わ
っ
て
も
ら
え
た

ら
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

相
模
川
の
周
辺
自
治
体

（
厚
木
・
海
老
名
・
相
模
原
・

座
間
市
、
愛
川
町
、
清
川
村
）

の
首
長
と
県
の
副
知
事
が
２

月
に
、
地
域
の
共
通
課
題
を

話
し
合
い
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
昨
年
県
に
要

望
し
た
水
害
対
策
へ
の
取
り

組
み
状
況
の
確
認
か
ら
ス

タ
ー
ト
。
続
い
て
、
県
内
に

被
害
が
広
が
っ
て
い
る
ブ
ナ

科
の
樹
木
を
枯
ら
す
伝
染
病
「
ナ
ラ
枯
れ
」
の
対
策
を
協
議

し
、補
助
金
の
確
保
を
国
に
要
望
す
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

そ
の
後
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
に
つ
い
て
意
見
を
交

わ
し
ま
し
た
。サ
ミ
ッ
ト
の
会
長
を
務
め
る
小
林
市
長
は「
感

染
症
が
拡
大
す
る
中
、
病
床
の
確
保
や
ワ
ク
チ
ン
接
種
へ
の

対
応
、
経
済
支
援
な
ど
課
題
は
山

積
み
。
近
隣
自
治
体
が
連
携
し
、

必
要
な
支
援
を
国
や
県
と
調
整
す

る
必
要
が
あ
る
」
と
力
強
く
話
し

て
い
ま
し
た
。

学生が伝統芸能を写真で表現

市内産のイチゴが食べ頃 ６市町村の首長が水害対策などを協議

相模里神楽写真展「あつぎの神さま」がスタート

イチゴのもぎ取りや直売が最盛期 県央相模川サミットをオンラインで開催

もぎ取りは要予約。詳しくは市HPに掲載

ピト

感染対策のため初めてオンラインで開催

撮影を担当した増田さん（左）と越
こえ
智
ち
芽
め い
生さん（右）

地域活性化に向けて民間との連携を強化

県トラック協議会・厚木の
浅生建一会長と

ア ツ ギ ニ ュ ー ジ ー ラ ン ド

　全国16のＮＺホストタウン
が協力し、同国の国民的フォー
クソング「T

トゥーティラ

ūtira M
マ イ

ai N
ナ

gā I
イウィ

wi」
をリレー形式で歌う動画を公
開しました。動画は、東京2020大会が新型コロ
ナウイルスの影響で延期となり、来日できなかっ
た選手や現地住民の皆さんにエールを送るため、
市が中心となって企画。市内からは「相模国飯
山白龍太鼓保存会」の皆さんが参加しました。
動画は今後、ＮＺのさまざまなイベントで活用さ
れます。
　Tūtira Mai Ngā Iwiは、日本語で「みんな集まって」という意
味です。全国のホストタウンとＮＺをつなぐ歌を、皆さんもぜひ
聞いて、歌ってみてください。

問企画政策課☎225-2451

東京オリンピック・パラリンピック（東京五輪）に向けて、ホストタウン
となったニュージーランドとの交流事業を紹介します。

歌を披露する飯山白龍太鼓保存会の皆さん

民間団体２者と包括連携協定を締結

第一生命保険㈱の
四
し
方
かた
浩
ひろゆき
之厚木支社長と

歌で届けたエール

▲動画は市公式
YouTubeチャン
ネルで公開

ＮＺホストタウンが協力
ニュージーランド
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クス、Eメールで3月31日（必着）ま
でに〒243-8511市民協働推進課☎
225-2141・薨221-0260・ 2800@
city.atsugi.kanagawa.jpへ。書類選
考あり。

地域包括ケア推進会議委
員を募集

　地域包括ケア社会の実現に向け
た取り組みを協議する委員を募集
します。
　《対象》①市内在住で応募日現
在18歳以上②平日昼間の会議（年
4回程度）に出席できる③他の審
議会などの委員でない④市の議
員・職員でない―の全てを満たす
方3人《任期》5月1日～（2年間）

《報酬》日額7800円（交通費含む）。
申福祉総務課や公民館、市HPに
ある申込書を、直接または郵送、
Ｅメールで4月1日（必着）までに
〒243-8511福祉総務課☎225-2047・ 

1900-08@city.atsugi.kanagawa.
jpへ。書類選考あり。

「詐欺かも」と感じたら
消費生活センターに相談を

　訪問勧誘や点検商法、サイドビ
ジネス・マルチ商法、通信販売ト
ラブルなどが増えています。個人
情報をむやみに伝えず、不要なら
断りましょう。問消費生活センター 
☎294-5800。

原動機付自転車などの廃車・
変更届け出はお早めに

　軽自動車税（種別割）は、4月1
日に原動機付自転車、軽自動車な

どを所有または使用する方に課税
されます。盗難や譲渡などで所有
していない場合は、3月中に手続
きをしてください。
　《手続き場所》原動機付自転車

（125cc以下）・小型特殊自動車＝
市民税課☎225-2012、軽二輪車

（125cc超～250cc以下）・二輪の小
型自動車（250cc超）＝相模自動車
検査登録事務所☎050-5540-2037、 
三輪・四輪以上の軽自動車（660cc
以下）＝軽自動車検査協会神奈川
事務所相模支所☎050-3816-3120。 
問市民税課☎225-2012。

フードバンクの活動に協力を
　食品ロスを減らすため家庭で
余った食品を募集し、必要な家庭
に無償で提供します。
　《日時》3月17日、10～15時《会
場》あつぎ市民交流プラザ。申当
日直接会場へ。問H

は ー と

eart3
みいよ

4☎080-
6602-2163（10～16時）。

4月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3
4 5 6 7 8 9 10
11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30

申申＝申し込み　問＝問い合わせ　☎＝電話番号　
＝ファクス番号　 ＝Eメール　HP＝ホームページ
　＝講座予約システム（　印の番号で、ウェブ上から詳しい情
報を確認できます。「　申申」と記されたものは、申し込み可）
市役所への郵便物は「〒243-8511○○課」で届きます。

「花火で地域を元気に」
#1月15日撮影
#小鮎小学校
#エール花火
#niceatsugi
広報課公式インス
タグラムで公開中

スポーツなじみDAY
　3月20日、10時～15時30分。荻野
運動公園。気軽に楽しめるニュー
スポーツを体験。屋内=バウンス
ボール、キンボール、ドッヂビー、
カーレット、ビーチボール、体力
チェックコーナーなど。屋外=
ターゲット・バードゴルフ、グラ
ウンド・ゴルフなど。雨天時は屋
内種目のみ。室内履きをお持ちく
ださい。無料。申当日直接会場へ。
問スポーツ推進課☎225-2531。

学校給食センター
運営委員会委員を募集

　給食費や設備の充実などを審議
する委員を募集します。
　《対象》①市内在住在勤在学ま
たは市に納税義務があり、応募日
現在18歳以上②平日昼間の会議

（年2回程度）に出席できる③他の
審議会などの委員でない④市の議
員・職員でない―の全てを満たす
方3人《任期》6月1日～（1年間）

《報酬》日額7800円（交通費含む）。
申学校給食課や市HPにある申込
書を、直接または郵送、ファクス、
Eメールで3月31日（必着）までに
〒243-0211三田172北部学校給食
センター☎225-2653・薨243-1018・ 

8250@city.atsugi.kanagawa.jp
へ。書類選考あり。

市立病院の看護師などを募集
■看護師
　《試験日》4月25日《対象》1992
年4月2日以降生まれで（奨学生は

除く）、2022年の国家試験で助産
師または看護師免許を取得見込み
の方25人。
◆臨床検査技師
　《試験日》6月13日《対象》1987
年4月2日以降生まれで、①臨床検
査技師の資格を持つ②超音波検査
技師の資格を持つ―の全てを満た
す方1人。
◆社会福祉士
　《試験日》6月13日《対象》1987
年4月2日以降生まれで、①社会福
祉士の資格を持つ②2022年3月31
日時点で医療機関などでの職務経
験が3年以上―の全てを満たす方1
人。
　いずれも申市立病院や市役所本
庁舎、本厚木・愛甲石田駅連絡所、
市立病院HPにある申込書を、直接
または郵送で■4月25日◆6月2日
（消印有効）までに〒243-8588水引
1-16-36病院総務課☎221-1570へ。

市民協働推進委員会の
委員を募集

　条例の運用状況の点検や市民協
働提案事業の審査をする委員を募
集します。
　《対象》①市内在住在勤在学ま
たは市に納税義務があり応募日現
在18歳以上②平日昼間の会議（年
4回程度）に出席できる③他の審
議会などの委員でない④市の議
員・職員でない―の全てを満たす
方2人《任期》6月1日～（2年間）

《報酬》日額7800円（交通費含む）。
申市民協働推進課や市HPにある
申込書を、直接または郵送、ファ

3月
日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 30 31

インターネット
モニターからの
意見を紹介

厚木市 インターネットモニター

インターネットモニター募集中

問広報課☎225-2043

検 索

2月1日号「広報あつぎ」を読んで
◆SDGsを初めて知った。より豊かな未来に向けて、
日々の生活を見直したい／70代以上女性 ◆厚木中央
公園で何の工事が進んでいるのか謎が解けた。雨水貯
留管ができるのは心強い／40代女性 ◆感染を防ぐた
めの行動が改めて分かった／60代男性 ◆SDGsの取り
組みに関われる「まちのコイン」は良い取り組み／50
代男性 ◆厚木の名産品が増えて、ますますグルメな
まちに！贈り物などにも使いたい／40代女性

　特集の取材を進めていく中で、被
災地に赴いた子どもたちの文集を読

ませていただきました。現地に行ったからこそ書ける言葉
の数々に胸が熱くなり、当たり前のように過ごしている日
常のありがたさに気付きました。取材した皆さんは、「震
災を風化させてはならない」という強い思いを持っていま
す。時が経つに連れ当時の記憶は薄れていきますが、私も
自分にできる形で寄り添っていきたいです／土田

《意見交換会》
①市立小・中学校の適正規模・適
正配置に関する基本方針②市立
小・中学校施設整備指針
　3月28日、①10時30分～②14時〜

（各1時間）。市役所本庁舎。手話通
訳・要約筆記あり。申電話または
ファクス、Ｅメールに意見交換会
名、〒住所、氏名、電話番号を書き、
3月23日までに教育総務課☎225-
2663・薨224-5280・ 7800@city.
atsugi.kanagawa.jpへ。

みみ んん ななの で
つくる
声声

ままちち

自宅で運動！健康な体をつくろう

オンラインフィットネスセミナー

　新型コロナウイルスの影
響で掲載の催しが中止とな
る場合や、利用に制限のあ
る施設があります。市HP
で随時お知らせします。

新型コロナウイルス感染症に関する県の相談窓口

発熱等診療予約センター

発熱などの症状があり、かかりつけ
医で受診できない方（毎日9〜21時）

☎（0570）048914

新型コロナウイルス感染
症専用ダイヤル

感染の不安のある方、健康・
医療のことなど（24時間対応）

☎（0570）056774 問国保年金課☎225-2125

日時　3月27日
①10時～②13時～（各1時間）

対象　市内在住在勤在学の方各
回50人

内容
①「a

ア デ ィ ダ ス
didasファンクショナル 

トレーニング」＝運動不足を解
消する体幹トレーニング
②「心と体のリラクセーション」
＝心と体の緊張を和らげるスト
レッチや呼吸法など

　自宅で運動するこつを伝え
る講座をオンラインでライブ
配信します。感染対策が必要
な状況が続く中、健康を保つ
ために体を動かしませんか。

申3月1日から市
HP（右の二次元
コード）または
電話で国保年金
課へ。先着順。

無料



人　口世帯数厚木市の人口

「広報あつぎ」では、自主財源確保のため広告掲載事業を実施しています。広告掲載の申し込みは㈱横浜メディアアド☎045-450-1804へ。

2021（令和３)年３月１日 ８

22万3771人（前月比97人減）男11万5712人・女10万8059人10万1303世帯（前月比17世帯増）（２月１日現在）

　森から現れたタカが、青空を
ゆっくりと舞い始めた。尾羽を丸
く広げたり、首を左右に傾けたり
する様子がよく見えた。翼を広げ
ると、暗褐色の模様が目立つノス
リと分かった。気持ち良さそうに
舞っていたが、上昇気流に乗って
一気に山のかなたへと飛んで行っ
た。鳥との素晴らしい出合いに、

子どもたちと心の充実感に浸っ
た。肌寒い別の日、森の上空を見
るとまたノスリが舞っていた。し
ばらく見ていると、同じくらいの
大きさのハシブトガラスが来て
「カアカア」と騒ぎ立てたが、ノス
リは意に介さず木々の間を抜けて
行った。時折見掛けるこんな姿に、
威厳と風格を感じた。

　体長54㌢ほどで雌は雄よりも少し大き
い。雑木林や畑地の上空を飛びネズミなど
を食べる。下から見ると白っぽく尾を扇形に
広げて飛翔する／あつぎこどもの森公園の
上空で見つけた。� 写真・文/吉田文雄

⃝ノスリ⃝
タカ科

　コロナに負けず、近場で楽しみながら地元の経済や観光を応
援する８市町村の連携企画。お勧めスポットや近場で楽しむ様子
など、皆さんに応募いただいた1500枚を超える写真の中から、動
画を作りました。感染対策が欠かせない日々が続きますが、近隣
で力を合わせて乗り越えていきましょう。� 問広報課☎225-2040

写真は住民の皆さんからの応募写真

《公開日》　3月1日　12時
専用YouTubeチャンネルで動画を公開▶

　気軽に遠くへ行けない中でも地元で楽しんで経済を応援し
ようと始まった、厚木・綾瀬・伊勢原・海老名・座間・大和市、
愛川町、清川村の連携企画。魅力を伝える動画やSNSのハッ
シュタグなど、オンラインでも楽しめる企画です。

神奈川+仲間＝かなかま　となり+トリップ＝となりっぷ

かなかまとなりっぷ
みんなの

大和市

清川村

座間市

海老名市

愛川町

近場の魅力を集めた動画を公開

伊勢原市

綾瀬市


